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水
は
、
私
達
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
料
理
、

洗
た
く
、
洗
顔
な
ど
様
々
な
事
に
水
を
使
用
し
ま
す
。
で
も
、

今
水
は
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。 

ま
ず
、
一
つ
目
は
、
最
近
の
米
不
足
に
関
連
す
る
水
問

題
で
す
。
私
は
先
日
、
母
と
ス
ー
パ
ー
に
行
っ
た
の
で
す
が
、

米
売
り
場
に
お
米
が
無
く
て
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、

仮
に
お
米
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
二
倍
以
上
の

価
格
で
あ
り
、
私
達
の
生
活
に
大
打
撃
を
与
え
て
い
ま
す
。

こ
の
米
不
足
に
は
、
様
々
な
要
因
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中

の
一
つ
が
、
気
候
変
動
に
よ
る
も
の
で
す
。
地
球
温
暖
化
に

よ
る
気
温
の
上
昇
、
猛
暑
な
ど
の
異
常
気
象
に
よ
り
、
米
の

品
質
低
下
、
収
穫
量
の
減
少
が
起
こ
り
ま
し
た
。
今
後
更
に
、

気
候
変
動
が
続
い
た
場
合
、
米
の
生
育
に
大
切
な
水
環
境
と
、

水
資
源
に
も
大
き
な
問
題
が
生
じ
て
き
ま
す
。 

ま
ず
水
環
境
で
す
が
、
環
境
省
に
よ
り
ま
す
と
、
気
温

の
上
昇
が
、
湖
沼
、
ダ
ム
貯
水
池
、
河
川
な
ど
の
水
温
を
上

昇
さ
せ
、
水
質
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
く
そ
う
で
す
。
そ
し

て
水
資
源
で
す
が
、
降
水
パ
タ
ー
ン
の
変
化
が
、
無
降
水
日

数
の
増
加
、
積
雪
量
の
減
少
、
蒸
発
散
量
の
増
加
を
起
こ
し
、

河
川
流
量
へ
の
減
少
を
引
き
起
こ
す
そ
う
で
す
。
以
上
の
事

は
、
米
の
生
育
の
必
要
な
時
に
、
必
要
な
量
の
水
が
、
供
給

出
来
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
事
で
す
。
米
を
守
る
た
め

に
は
、
水
を
守
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。 

そ
し
て
、
二
つ
目
は
、
気
候
変
動
に
よ
る
洪
水
、
集
中

豪
雨
の
増
加
で
す
。
国
土
交
通
省
に
よ
り
ま
す
と
、
近
年
、

一
時
間
に
降
水
量
五
十
ミ
リ
以
上
の
雨
の
回
数
が
増
加
し
て

お
り
、
三
十
年
前
と
比
較
す
る
と
約
一
・
四
倍
に
も
な
る
そ

う
で
す
。
一
時
間
に
五
十
ミ
リ
の
雨
と
は
、
傘
が
全
く
役
に

立
た
ず
、
道
路
が
水
し
ぶ
き
で
一
面
真
っ
白
に
な
る
状
態
で

す
。
当
然
、
水
災
害
の
危
険
性
も
高
ま
っ
て
き
ま
す
。 

昨
年
九
月
の
石
川
県
奥
能
登
で
の
水
災
害
は
、
ま
だ
地

震
か
ら
立
ち
直
ら
れ
て
い
な
い
能
登
の
方
々
の
心
に
、
大
き

な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
水
災
害
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
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が
皆
さ
ん
の
立
場
で
し
た
ら
、
心
が
折
れ
て
、
悲
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。
私
達
の
大
切
な
水
が
、
私
達
の
生
活
を
脅

か
し
た
の
で
す
。 

今
こ
そ
、
私
達
は
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地

球
温
暖
化
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
減

少
さ
せ
る
為
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
レ
ジ
袋
の
使
用
を
控
え
、

今
す
ぐ
マ
イ
ボ
ト
ル
、
エ
コ
バ
ッ
グ
の
使
用
へ
切
り
替
え
ま

す
。 ま

た
、
マ
イ
ボ
ト
ル
へ
の
飲
料
が
補
充
出
来
る
シ
ス
テ

ム
が
無
い
か
、
調
べ
て
み
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
マ
イ
ボ
ト

ル
が
空
に
な
っ
た
時
に
、
補
充
が
出
来
な
け
れ
ば
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
飲
料
を
購
入
す
る
必
要
が
で
て
く
る
か
ら
で
す
。
調

べ
て
み
た
所
、
あ
る
大
手
企
業
が
、
消
費
者
の
マ
イ
ボ
ト
ル

に
対
応
し
た
自
動
販
売
機
を
、
商
業
施
設
な
ど
に
設
置
す
る

実
証
実
験
を
行
っ
た
事
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年

ま
で
に
約
五
百
台
の
設
置
を
目
指
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
企

業
も
地
球
温
暖
化
抑
制
の
為
に
、
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

達
も
出
来
る
事
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
私
達
の
生
活
は
便
利
に
な
り
ま

し
た
が
、
そ
の
結
果
、
地
球
は
悲
鳴
を
あ
げ
る
事
に
な
っ
た

の
で
す
。
私
達
に
は
、
傷
つ
い
た
地
球
を
修
復
す
る
責
任
が

あ
り
ま
す
。
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
抑
え
る
為
に
、
節
電
、

節
水
な
ど
を
心
が
け
る
事
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
二
酸
化
炭

素
を
吸
収
す
る
植
物
、
野
菜
を
育
て
る
の
も
一
つ
の
方
法
で

す
。
家
の
庭
や
、
ベ
ラ
ン
ダ
で
も
簡
単
に
出
来
ま
す
。
植
物

は
人
々
に
安
ら
ぎ
を
与
え
、
心
を
落
ち
着
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
自
分
で
育
て
た
野
菜
は
、
日
々
の
成
長
を
観
察
す

る
の
も
楽
し
く
、
収
穫
時
の
喜
び
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

水
は
大
切
な
反
面
、
脅
威
に
も
な
り
え
ま
す
。
だ
か
ら
、

地
球
環
境
を
よ
り
良
く
し
て
い
く
事
が
大
切
な
の
で
す
。
未

来
の
地
球
と
水
の
運
命
は
、
私
達
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
。 

 


